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自然共生研究センターの取組み

水系における

１．生物多様性の評価の検討

２．環境目標の検討

３．様々な支援ツールの提供



土研新技術ショーケース
2026 in 東京 令和8年9月8日

「生物の生息・生育・繁殖の場としてもふさわしい河川整備及び流域全体とし
ての生態系ネットワークのあり方」
提言

生物多様性の評価(水系)の検討

自然環境保全基礎調査 河川水辺の国勢調査

• 環境庁(当時) • 国土交通省
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二つの調査を合わせ、水系にいてもおかしくない魚種数を求める
≒河川が本来有している魚種の数

「全ての種」が「今」も見つかる＝良好な河川環境
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河川環境の目標の検討

「流程分布図」

黒：現状
緑：連続性の回復
赤：水際の複雑さ+200m

「流程分布図」をベースに
環境目標を検討
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河川改修（湿地創出等）

環境要因（水際の複雑さ等）

生物多様性（モデル推定）



土研新技術ショーケース
2026 in 東京 令和8年9月8日

支援技術の提供

URL：https://www.pwri.go.jp/team/kyousei/jpn/research/tool.htm

多自然川づくり支援ツール ダム下流の環境評価ツール
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河川環境評価ツール
EvaTRiP Pro 

瀬淵の抽出も簡単に実行可能

治水と環境を同時
に評価

河床礫の露出高の
簡易分布予測ツール
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